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消えて行く 学校　井上　豊

次
ペ
ー
ジ
に
続
く

　
二
【
学
制
頒
布
（
が
く

せ
い
は
ん
ぷ
）
前
後
】
　

　
　
　
　
　
・
・
・
続
き

　
次
に
、
谷
村
支
庁
か
ら

管
下
の
各
村
々
へ
の
文
書

の
伝
達
経
路
で
あ
る
が
、

一
定
し
て
い
な
い
。
明
治

二
年
十
月
、
谷
村
御
役
所

（
村
役
人
、
村
民
の
呼
称

は
旧
来
と
同
様
で
あ
っ

た
）
か
ら
の
「
こ
の
回
状

早
々
順
達
留
村
よ
り
相
返

す
べ
き
も
の
也
」
と
い
う

文
書
の
末
尾
は
、

　
四
日
市
場
村
～
古
川
渡

村
～
川
茂
村
～
小
形
山
村

～
真
木
村
～
花
咲
村
～
浅

利
村
～
強
瀬
村
～
岩
殿
村

～
下
和
田
村
～
葛
野
村
～

畑
倉
村
～
奥
山
村
～
林
村

～
奈
良
子
村
～
下
淺
川
村

～
駒
宮
村
～
瀬
戸
村

の
順
に
十
八
か
村
が
名
を

つ
ら
ね
、
順
達
と
い
う
順

送
り
に
公
文
書
を
回
覧
す

る
経
路
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
う
で
な
い
場

合
が
い
く
つ
か
あ
り
、
指

令
・
布
達
が
ど
の
よ
う
に

流
さ
れ
た
か
明
ら
か
で
な

い
。

　
次
の
よ
う
な
順
路
で
行

わ
れ
て
い
た
。

一
）
四
日
市
場
村
始
メ
～

瀬
戸
村
マ
デ

二
）
黒
野
田
村
始
メ
～
小

篠
村
マ
デ

三
）
川
棚
村
始
メ
　
　
　

～
瀬
戸
村
マ
デ

四
）
四
日
市
場
村
始
メ
～

葛
野
村
マ
デ

五
）
花
咲
村
始
メ
～
小
篠

村
マ
デ

一
）
の
順
達
経
路
を
と
る

も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
が
、

二
）
以
下
の
村
経
由
で
回

達
さ
れ
る
も
の
も
あ
り
、

内
容
に
も
よ
る
が
一
定
し

て
い
な
い
。

　
交
通
・
通
信
の
発
達
し

て
い
な
い
時
代
で
あ
る
。

回
状
の
順
送
り
と
い
う
形

式
で
は
、
緊
急
の
場
合
で

も
急
飛
脚
と
い
う
名
称
し

か
つ
か
な
い
。
馬
が
用
い

ら
れ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
が
「
御
用
留
」
に
関
す

る
か
ぎ
り
そ
の
形
跡
は
な

い
。

　
文
書
受
領
の
際
に
は
、

村
名
の
下
に
刻
付
を
記
す

よ
う
旧
幕
時
代
の
名
残
を

と
ど
め
て
い
る
が
、
迅

速
・
正
確
を
も
っ
て
公
文

書
を
順
達
す
る
こ
と
は
、

村
役
人
に
と
っ
て
か
な
り

の
心
労
が
あ
っ
た
こ
と
が

想
像
さ
れ
る
。
「
御
用

留
」
は
、
証
拠
と
し
て
名

主
所
に
控
え
て
お
か
れ
た

も
の
で
あ
る
。

　
当
時
の
村
の
情
勢
が
ど

ん
な
で
あ
っ
た
か
浮
き
彫

り
に
で
き
る
資
料
は
地
元

に
は
な
い
。
次
の
二
、
三

の
公
文
書
が
そ
の
一
端
を

見
せ
て
く
れ
る
と
思
わ
れ

る
。

　
村
内
ケ
ン
カ
口
論
ソ
ノ

他
、
故
障
相
生
ジ
候
節
ハ
、

先
ズ
組
合
ニ
テ
一
応
取
リ

シ
ズ
メ
、
モ
シ
ソ
ノ
取
リ

サ
バ
キ
ニ
モ
マ
カ
セ
ザ
ル

時
ハ
、
戸
長
ニ
申
シ
出
デ
、

戸
長
ニ
テ
ヨ
ク
ソ
ノ
条
理

ヲ
正
シ
、
ナ
ル
ベ
ク
ダ
ケ

ハ
村
内
ニ
テ
取
リ
シ
ズ
メ
、

万
一
戸
長
心
ニ
マ
カ
セ
ザ

ル
時
、
区
長
ニ
申
シ
出
デ
、

ト
モ
ド
モ
取
リ
シ
ズ
メ
ノ

手
段
ヲ
尽
ク
シ
、
ソ
ノ
上

ナ
オ
モ
取
リ
シ
ズ
メ
ノ
手

段
ヲ
尽
ク
シ
、
ソ
ノ
上
ナ

オ
モ
取
リ
シ
ズ
メ
ガ
タ
ク

候
ハ
バ
訴
エ
出
デ
、
何
分

ノ
処
置
ヲ
仰
グ
ヲ
順
序
至

当
ト
申
ス
ベ
シ
。
ス
ナ
ワ

チ
組
合
、
戸
長
、
区
長
ヲ

設
ケ
置
ク
ノ
主
意
ニ
候
。

（
略
）

　
明
治
六
年
三
月

山
梨
県
権
令
　
藤
村
紫
朗

　
こ
れ
は
、
村
内
の
モ
メ

事
の
処
理
に
区
・
戸
長
が

あ
た
り
、
些
細
な
事
件
で

訴
え
出
な
い
よ
う
に
と
い

う
お
触
れ
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
区
・
戸
長
は
村

内
の
治
安
と
良
風
美
俗
に

対
し
て
責
任
を
持
つ
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　
次
は
、
乗
馬
に
つ
い
て

の
も
の
で
あ
る
。

　
平
民
乗
馬
差
シ
ユ
ル
サ

レ
候
。
以
来
オ
イ
オ
イ
乗

馬
ノ
者
多
ク
、
中
ニ
ハ
前

後
ノ
見
当
モ
ナ
ク
、
ミ
ダ

リ
ニ
駆
ケ
マ
ワ
リ
、
往
来

ノ
妨
ゲ
ハ
モ
チ
ロ
ン
、
自

然
過
失
モ
シ
ュ
ッ
タ
イ
致

ス
ベ
キ
ニ
付
キ
、
向
後

（
こ
う
ご
）
家
込
ミ
、
マ

タ
ハ
人
立
ノ
中
、
乗
リ
切

リ
候
儀
ハ
心
致
ス
マ
ジ
ク

候
。
（
略
）

　
　
　
　
　
　
　
申
三
月

 

明
治
五
年
の
布
達
で
あ

る
が
、
現
在
の
車
迷
惑
の

世
の
中
と
対
比
さ
れ
て
面

白
い
。

　
次
は
、
伝
統
あ
る
郡
内

織
物
に
つ
い
て
の
も
の
で

あ
る
。
こ
の
地
域
の
織
物

は
、
江
戸
時
代
す
で
に
全

国
的
に
有
名
で
あ
っ
た
。

井
原
西
鶴
の
浮
世
草
子
、

近
松
門
左
衛
門
の
浄
瑠
璃

（
じ
ょ
う
る
り
）
な
ど
、

文
学
作
品
に
そ
の
名
を
と

ど
め
て
い
る
。
「
海
気
絹

ハ
郡
内
ト
申
ス
通
称
モ
貫

キ
候
ホ
ド
」
に
著
名
で

あ
っ
た
。
西
鶴
と
近
松
の

作
品
か
ら
少
し
拾
い
だ
し

て
み
よ
う
。

　
○
ぐ
ん
な
い
島
の
お
も

て
を
約
束
す
る
こ
そ
き
の

ど
く
な
れ
（
好
色
一
代

男
）

　
○
郡
内
島
の
き
れ
ぎ
れ

ま
で
も
世
の
人
拾
も
と
め

て
す
べ
て
の
物
語
の
種
と

ぞ
思
ひ
け
る
（
好
色
五
人

女
）

　
○
本
ぐ
ん
な
い
の
ご
ば

ん
島
（
西
鶴
織
留
）

　
○
下
に
郡
内
黒
羽
二
重

（
心
中
天
の
網
島
）

　
○
年
は
三
九
の
郡
内
島

（
心
中
宵
庚
申
）

な
ど
、
甲
州
郡
内
の
甲
斐

絹
が
文
学
作
品
に
登
場
す

る
。
カ
イ
キ
は
、
こ
の
ほ

か
海
気
と
か
海
黄
と
も
表

記
さ
れ
て
い
る
。
岩
波
版

「
日
本
古
典
文
学
大
系
」

の
補
注
を
参
照
す
る
と
、

「
本
ぐ
ん
な
い
の
ご
ば
ん

島
」
は
、
当
時
す
で
に
郡

内
織
の
ま
が
い
も
の
が
出

回
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
、

ま
た
「
年
は
三
九
の
郡
内

島
」
と
は
、
女
主
人
公
の

お
千
代
の
年
が
二
十
七
歳

で
あ
っ
た
の
で
、
三
×
九

と
し
ゃ
れ
、
三
筋
ず
つ
縦

横
に
わ
だ
た
み
し
た
絹
模

様
を
、
算
く
ず
し
の
郡
内

織
の
意
に
か
け
た
と
説
明

し
て
い
る
。

　
次
は
、
こ
う
し
た
伝
統

工
芸
の
背
景
を
も
つ
郡
内

機
業
が
明
治
を
迎
え
た
時

点
の
も
の
で
あ
る
。

　
当
郡
絹
ツ
ム
ギ
ノ
義
ハ
、

古
風
ヲ
受
ケ
候
儀
モ
コ
レ

ナ
ク
候
ヘ
ド
モ
、
声
価
ヲ

オ
ト
サ
ザ
ル
ハ
全
ク
ソ
ノ

根
源
、
誠
直
ニ
製
造
ナ
シ

候
故
ノ
儀
ニ
モ
コ
レ
有
ル

ベ
キ
所
、
近
来
織
物
目
重

ニ
見
セ
カ
ケ
ベ
キ
タ
メ
、

米
、
ワ
ラ
ビ
、
ソ
ノ
外
の

粉
枯
（
こ
こ
、
う
る
し

こ
）
ヲ
加
エ
、
カ
ノ
絹
ハ
、

タ
ケ
五
丈
四
尺
、
ツ
ム
ギ

ハ
五
丈
六
尺
ニ
織
リ
タ
テ

候
シ
キ
タ
リ
ノ
ト
コ
ロ
、

尺
不
足
織
リ
出
シ
候
義
コ

レ
有
リ
、
右
ノ
由
相
イ
聞

コ
エ
ガ
タ
ク
、
イ
ワ
レ
ナ

キ
事
ニ
候
。
ス
デ
ニ
海
気

絹
ハ
郡
内
ト
申
ス
通
称
モ

貫
キ
候
ホ
ド
ノ
処
、
右
体

ノ
儀
コ
レ
有
リ
候
テ
ハ
一

郡
ノ
カ
キ
ン
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、

自
ラ
破
産
ノ
基
ト
モ
相
イ

成
リ
嘆
ズ
ベ
キ
コ
ト
ニ
候

（
略
）

　
　
　
　
　
　
申
八
月
　

　
　
　
　
　
　
　
谷
村
庁

　
こ
う
し
た
通
達
が
で
た

あ
と
は
、
織
物
一
匹
ご
と

に
織
り
人
の
名
前
を
記
し

た
小
札
を
つ
け
て
売
買
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
実
直
、
誠
実
に
織
り
だ

し
て
、
そ
の
商
品
価
値
が

全
国
に
知
れ
わ
た
っ
て
い

た
江
戸
時
代
か
ら
明
治
に

な
り
、
重
厚
で
良
質
な
郡

内
織
の
品
位
を
、
製
造
す

る
業
者
あ
る
い
は
商
人
が
、

自
ら
商
業
を
下
落
さ
せ
る

行
為
を
見
せ
始
め
た
時
、

目
に
余
っ
た
処
置
と
し
て

谷
村
庁
の
厳
達
と
な
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
尺
不
足
品

や
目
方
を
重
く
み
せ
か
け

る
悪
徳
な
工
作
が
加
え
ら

れ
は
じ
め
た
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
が
自
ら
の
産
業
を
破

滅
に
追
い
こ
む
結
果
に
な

る
こ
と
を
警
告
し
て
い
る
。

織
り
人
の
名
前
を
小
札
に

書
い
て
反
物
の
端
に
つ
け

る
こ
と
が
、
ど
の
く
ら
い

続
い
た
か
明
ら
か
で
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
太
平
洋

戦
争
後
の
全
盛
期
を
む
か

え
る
ま
で
、
こ
の
絹
織
物

業
は
こ
の
地
の
主
産
業
で

あ
っ
た
。

ア
、
私
塾
の
統
制

　
明
治
五
年
、
「
学
制
」

が
頒
布
（
は
ん
ぷ
）
さ
れ

た
と
き
、
そ
れ
ま
で
の
庶

民
の
教
育
を
に
な
っ
て
い

た
私
塾
・
寺
子
屋
を
め

ぐ
っ
て
、
混
乱
や
抵
抗
は

お
こ
ら
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

　
明
治
の
新
政
府
は
、
全

国
を
八
大
学
区
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
に
中
学
区
・
小

学
区
を
お
き
、
統
一
的
、

画
一
的
な
教
育
機
構
の
改

革
を
発
表
し
、
実
施
に
む

け
て
各
県
に
指
示
し
た
。

　
次
の
資
料
は
、
私
塾
や

寺
子
屋
が
公
的
な
教
育
機

関
に
吸
収
さ
れ
、
廃
止
さ

れ
て
い
く
運
命
を
た
ど
る

間
の
事
情
を
物
語
っ
て
い

る
。

　
諸
技
芸
師
家
私
塾
相
イ

開
キ
候
向
キ
、
生
徒
入
塾

ノ
節
、
地
方
官
添
書
コ
レ

ナ
キ
者
入
塾
相
イ
成
ラ
ザ

ル
旨
、
庚
午
十
二
月
中
相

イ
達
シ
置
キ
候
ト
コ
ロ
、

自
今
ハ
ソ
ノ
儀
ニ
及
バ
ズ
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候
条
、
入
塾
ノ
上
、
師
家
ヨ

リ
ソ
ノ
地
方
官
マ
デ
届
ケ
出

ズ
ベ
キ
事
。

　
但
シ
、
塾
生
増
減
ノ
明
細

ヲ
記
シ
、
月
末
地
方
官
ヘ
届

ケ
出
デ
候
義
ハ
コ
レ
マ
デ
ノ

通
リ
タ
ル
ベ
キ
事
。

　
辛
未
十
二
月
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
太
政
官

　
　
　
　
申
三
月
二
日
受
取

　
　

　
こ
れ
は
、
太
政
官
（
明
治

政
府
の
最
高
官
庁
で
今
の
内

閣
に
あ
た
る
）
よ
り
、
辛
未

年
（
明
治
四
年
）
の
十
二
月
、

県
に
布
告
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
村
の
名
主
が
受
け

取
っ
た
の
は
申
年
、
つ
ま
り

翌
年
の
明
治
五
年
三
月
二
日

で
あ
る
。

　
内
容
は
、
各
種
技
芸
の
私

塾
を
開
い
て
い
る
者
は
、
生

徒
が
入
塾
す
る
際
、
地
方
官

の
同
意
書
が
な
け
れ
ば
入
塾

さ
せ
て
は
な
ら
な
い
が
、
そ

の
こ
と
を
庚
午
年
（
明
治
三

年
）
十
二
月
に
通
達
し
て
お

い
た
け
れ
ど
も
、
こ
れ
か
ら

は
そ
の
必
要
が
な
い
の
で
、

教
師
か
ら
入
塾
者
に
つ
い
て

届
け
出
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

た
だ
し
、
塾
生
の
数
の
増
減

は
明
細
書
に
記
入
し
、
月
末

ま
で
に
地
方
官
に
届
け
出
る

こ
と
は
今
ま
で
の
通
り
で
あ

る
。

　
明
治
新
政
府
の
太
政
官
か

ら
み
れ
ば
、
地
方
官
と
は
県

庁
の
役
人
と
い
う
こ
と
に
な

る
が
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に

こ
こ
で
は
谷
村
支
庁
に
あ
た

る
。

（
各
区
正
副
区
長
・
同
戸
長

あ
て
の
も
の
）

管
内
区
々
ニ
オ
イ
テ
、
従
来

私
塾
開
業
マ
カ
リ
ア
リ
候
者
、

文
部
省
　
申
年
三
十
四
号
の

文
例
ヲ
モ
ッ
テ
、
サ
ラ
ニ
願

イ
出
ズ
ベ
キ
旨
、
去
年
十
一

月
中
ニ
達
シ
置
キ
候
ト
コ
ロ
、

今
以
テ
願
イ
無
ク
開
業
マ
カ

リ
ア
リ
侯
者
コ
レ
ア
ル
ヤ
ニ

相
イ
聞
コ
エ
不
都
合
ノ
コ
ト

ニ
侯
。
右
ノ
者
十
五
日
マ
デ

ニ
相
違
ナ
ク
願
イ
出
ズ
ベ
ク

候
ヨ
ウ
、
開
業
ノ
者
ヘ
モ
レ

ナ
ク
相
イ
達
ス
ベ
シ
。
モ
シ
、

ナ
オ
心
得
違
イ
コ
レ
ア
ル
ニ

オ
イ
テ
ハ
一
切
差
シ
留
メ
候

コ
ト
。

　
明
治
六
年
九
月
二
日

　
山
梨
県
権
令
　
藤
村
紫
朗

「
学
制
」
を
頒
布
し
て
、
公

共
の
教
育
機
関
で
画
一
的
に

教
育
を
実
施
し
よ
う
と
し
た

明
治
新
政
府
の
意
図
に
対
し

て
、
旧
来
の
庶
民
教
育
の
本

命
で
あ
っ
た
私
塾
や
寺
子
屋

が
、
そ
の
地
域
に
根
を
張
っ

て
い
た
の
で
は
教
育
施
策
が

進
展
し
な
い
。

　
土
肥
県
令
（
知
事
）
に
代

わ
っ
て
、
新
進
気
鋭
の
藤
村

権
令
（
の
ち
県
令
）
が
県
政

を
担
当
す
る
と
、
産
業
、
土

木
の
振
興
と
共
に
教
育
の
開

発
を
重
要
視
し
て
、
小
学
校

の
開
設
に
力
を
入
れ
る
こ
と

に
な
る
が
、
そ
の
前
年
で
あ

る
。

　
私
塾
・
寺
子
屋
問
題
を
解

決
し
な
い
こ
と
に
は
、
住
民

感
情
を
ス
ム
ー
ズ
に
国
の
公

教
育
に
組
み
入
れ
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

布
達
の
文
意
は
、
私
塾
開
業

者
の
届
け
出
義
務
を
求
め
て

い
る
だ
け
で
、
統
制
や
廃
止

の
意
図
は
う
か
が
え
な
い
が
、

最
後
に
、
な
お
聞
か
な
い
場

合
に
は
一
切
差
し
止
め
る
と

い
う
厳
し
さ
を
の
ぞ
か
せ
て

い
る
。
私
的
な
教
育
機
関
が
、

公
的
で
大
規
模
な
画
一
化
の

教
育
施
策
の
前
で
は
た
ち
ど

こ
ろ
に
消
し
去
ら
れ
て
し
ま

う
運
命
に
あ
っ
た
こ
と
は
容

易
に
想
像
さ
れ
る
。

　
明
治
六
年
の
「
学
事
年

報
」
に
よ
る
と
、
「
従
来
の

家
塾
・
寺
子
屋
及
ビ
ソ
ノ
教

員
ノ
処
分
」
が
出
て
い
る
。

救
済
措
置
が
と
ら
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。

　
去
ル
明
治
六
年
五
月
、
管

下
一
般
学
則
改
正
ノ
ミ
ギ
リ
、

家
塾
・
寺
子
屋
等
一
旦
廃
止
。

改
メ
テ
学
制
第
四
十
三
章
ニ

照
ラ
シ
、
願
イ
出
ズ
ベ
キ
旨

ヲ
布
達
ス
。
教
員
ハ
試
験
ノ

上
、
即
今
小
学
訓
導
ニ
抜
テ

キ
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

　
畑
倉
の
地
内
に
あ
っ
た
寺

子
屋
が
ど
の
よ
う
に
し
て
閉

鎖
さ
れ
た
か
不
明
で
あ
る
が
、

教
鞭
を
と
っ
て
い
た
田
辺
泰

光
に
代
わ
っ
て
、
そ
の
息
子

と
思
わ
れ
る
田
辺
貫
一
が
開

校
時
の
教
員
に
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
移
行
は
正
常
に

行
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
次
に
、
寺
子
屋
の
場
所
に

つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、

当
時
畑
倉
に
は
三
つ
の
寺
が

あ
っ
た
。
威
徳
寺
、
法
幢
寺
、

東
陽
寺
で
あ
る
が
、
こ
の
う

ち
の
ど
れ
か
で
あ
ろ
う
。
威

徳
寺
を
仮
校
舎
と
し
て
本
校

が
発
足
し
、
続
い
て
法
幢
寺

に
移
っ
て
い
る
の
で
、
威
徳

寺
か
も
知
れ
な
い
。
東
陽
寺

は
廃
寺
と
な
っ
て
い
て
建
物

も
な
く
な
っ
て
い
る
。

　
　
十
二
月
号
へ
つ
づ
く
…

　
　
　

－写真提供－

-賑岡町　小俣　正敏様より提供-

←↑ 昔の瀬戸小学校の様子

-七保町　小俣　敏男様より提供-

昔の大月東中学校の様子 ↑→

12月号にも引き続き掲載します！
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